第IV章 : 遺構（佐渡金銀山 : 佐渡金銀山遺跡（上相川地区）調査報告書 : 佐渡金銀山遺跡調査報告書） by 新潟県佐渡市教育委員会
— 35 —
第Ⅳ章　遺　　　構
１　概　　　要　
　調査によって確認された遺構は、平成 17 年度調査区で、テラス 47 基、石垣 55 基、石段 1 基、道跡 2 条、
炉跡 1 基、土坑 9 基、ピット 20 基、性格不明遺構 2 基、窪地 1 ヵ所、平成 18 年度調査区でテラス 118 基、
石垣 103 基、石段 2 基、道跡 7 条、水路跡 1 条、窪地 15 ヵ所である。このうち、トレンチ発掘調査で検
出された炉跡、土坑、ピット、性格不明遺構を除くテラス、石垣等の遺構が地表面において確認されている。
総数は、テラス 164 基、石垣 158 基、石段 3 基、道跡 9 条、水路跡 1 条、炉跡 1 基、土坑 9 基、ピット
20 基、性格不明遺構 2 基、窪地 16 ヵ所である。
　調査区外では下草等の樹木伐採作業を行っていないため、現地表面における遺構の確認作業が困難な範
囲もあるが、絵図等の資料や現地での確認作業によって、テラスや石垣等の遺構や寺院跡・番所跡のテラ
ス・石垣等の遺構及びそれに伴う石造物が確認されている。
２　平成17年度調査区
Ａ　テ　ラ　ス（図版 1・写真図版 7、11、13・別表 5）
　確認されたテラスは 47 基である。
　テラスの平面形状は、地形の制約を受けるため多種にわたるが、本町跡の西側部分のｔ 21 ～ 25 テラス
及び小右衛門町跡のｔ 27 − 1 ～ 29 − 3 テラスでは、江戸時代の町割を示すような短冊形を呈するものが
多くみられる。
　本町跡で検出されたテラスのうち、ＳＦ1より北側に立地する輪郭の明確なｔ5～12・14・15テラスには、
畦畔跡と思われる微高の段差や石垣内に設けられた排水用の石製樋とそれを固定するためのレンガ、敷設
された鉄管がみられ、テラスの傾斜角が水平に近いものが多い。このような遺構や遺物の存在は、昭和期
まで水田耕作が行われていたことを示すものであり、聞取り調査による水田利用の場所と合致している。こ
れらのテラスに設定したトレンチ 2 ～ 4、サブトレンチ 1 ～ 3（北側）の土層では、水田の旧耕作土や崖側
斜面付近での水田造成に伴う田面拡大のための盛土層が確認された。また、トレンチ 4 では、田面の拡大
に伴って山側の斜面を掘削したことによって発生した土砂や礫を北～西の斜面に盛ってテラスを拡大した
と考えられる土層が確認されている。また、ｔ 20 − 1 ～ 2 テラスにかけて連続して存在する盛土層のマウ
ンドやサブトレンチ 3 内で確認された旧ＳＦ 1 道跡が盛土されて現道面となっているｔ 20 − 1 付近の状況
からこれらの本町跡のテラスは、水田造成に伴う改変を受けていると考えられる。
　小右衛門町跡でみられるテラスは、本町跡でみられるもののような水平に近い傾斜角のものが少なく、緩
やかな傾斜をもち、全体的に規模の小さいものが多い。中でも、緩やかな傾斜地のなかにわずかな段差が
認められる範囲に設定したトレンチ 8 やトレンチ 9 の土層断面からは、複数の小規模なテラスｔ27 −1 ～ 4、
29 − 1 ～ 3 テラスが連続していることが確認できた。トレンチ 8 では、生活層と考えられる褐色土や貼床
と考えられる橙色粘質土による整地層が 2 ～ 3 面にわたって存在しており、土地造成が複数回にわたって
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行われていたと考えられる。
　調査区全体のテラス規模を見た場合、本町跡は 100 ㎡以上の面積をもつものが多く、200 ㎡以上のもの
が 4 ヵ所で見られるのに対し、小右衛門町跡では、100 ㎡以上が 3 ヵ所、うち 200 ㎡以上が 1 ヵ所であった。
　右沢浄水場に面した番屋町跡付近のｔ 26 テラスは、テラスの規模こそ大きいものの、テラス内に埋没し
たコンクリート基礎や大型重機の轍がみられたことから、右沢浄水場建設に伴って、土地の改変が行われ
ている可能性が高いと考えられる。
Ｂ　石垣・石段（図版 2・写真図版 7、8、11 ～ 13・別表 6）
　確認された石垣は 55 基、石段は 1 基である。石垣の中には、不要な礫を斜面に廃棄したものか、石垣
が崩落したものか判別のできないものも多い。石垣の構築年代は、現在までのところ、石の積み方等に明
確な分類基準が設けられないため、時期を確定することは困難である。
　石垣の規模は、地形上の制約からか、高さが 1 ｍを超えるものから 30 ㎝前後のものまで様々である。城
郭や寺院等で見られるように整然と積まれたものはみられず、未加工の礫や破損した石製品を雑然と積み
上げている印象を受ける。相川町跡の東端にある№ 4 − 1 石垣では、古い石垣の前面に新たに石垣を構築
している例も見られた。
　廃棄された石磨や扣石等の石製品が石垣石に転用された例も多く、本町跡西側の南北に長いテラスに伴
う№ 22 − 1 ～ 25 石垣や小右衛門町跡の№ 8 − 2 石垣、相川町跡の№ 4 − 1 ～ 3・№ 7 石垣で確認できる。
　№ 3 石段は、小右衛門町跡のｔ 45 ～ｔ 47 テラス間の斜面に見られる。石段は表面がやや平坦な礫をい
くつか並べ、5 段で構成されたものである。周辺部の遺構の配置状況をみると東側を幅の広いＳＦ 2 が通る
ことから、集落内の本道ではなくテラス間を結ぶ脇道的な性格が強いと考えられる。この石段から南側へ
登る場所にあるｔ 45 テラスは、周囲の斜面に№ 4 − 1 ～ 3 石垣が構築されているＰ字形状のテラスで、こ
のテラスにあった建物に向かうために利用されていたと考えられる。
Ｃ　道　　　跡（図版 1・写真図版 19、20・別表 7）
　確認された道跡は 2 条である。
　上相川地区では、平成 15 ～ 16 年度の事前調査により、地籍図や土地更正図等から里道（赤道）の存在
が判明していた。こうした里道は、江戸時代の絵図と比較してもほぼ同じ位置を通るため、当時の町域を
判断する資料となった。また、現況では確認できなかったが江戸時代の絵図や明治時代の地籍図からｔ 25
～ 26 テラス間のＳＦ 1 より北側の番屋町跡・六十枚番所へ分岐する道があったと考えられる。
ＳＦ 1
　地表面において確認された遺構である。小右衛門町跡から本町跡までを結び、小右衛門町跡でＳＦ 2 に
接続する幅 1.5 ～ 2 ｍの道路跡で、本町跡でＷ−Ｅ方向にのび、小右衛門町跡でＳＷ - ＮＥ方向にのびる。
この道跡は、「上相川一筆絵図」（写真図版 2）・「上相川絵図」（写真図版 3）等の絵図に表記されており、
昭和期に作製された「相川町地籍図」においても里道として表記されている。この道跡に、トレンチ 6、サ
ブトレンチトレンチ 1、サブトレンチ 3 を設定し、発掘調査を実施した結果、トレンチ 6 とサブトレンチ 3
において、旧道路面と推測される土層が確認された。いずれも、道幅は 1 ｍ前後のもので、道跡と確定で
きる硬化面はみられないが、サブトレンチ 3 で検出された道跡は、道の脇に№ 45 石垣が築かれており、現
在の道路法線から南へ 1 ｍ程度ずれていた。このことから、本来の道路面が昭和期の水田造成等に伴う盛
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土によって法線が若干変更されていることがわかった。
ＳＦ 2
　小右衛門町跡と相川町跡を結ぶ、Ｎ−Ｓ方向にのびる幅 1.5 ～ 2 ｍの道路跡で、小右衛門町跡でＳＦ 1
が接続する。篠竹林を伐採した際に地表面で確認された遺構である。「上相川一筆絵図」（写真図版 2）・「上
相川絵図」（写真図版 3）等の絵図に表記されている。絵図では、ここから下流部にある間ノ山地区の宗徳
町方面へ下りることができたようであるが、現在では右沢浄水場へ向かう舗装道路が敷設されているため、
この区間の遺構は確認できなかった。
Ｄ　窪　　　地（図版 1）
　確認された窪地は 1 ヵ所である。
　窪地は、小右衛門町跡のｔ 28 とｔ 29 − 1 テラス間の斜面に立地している。遺構は、斜面をＵ字状に掘
り込んだもので、周縁部に集石が認められる。窪地の周囲の状況をみると、石磨や扣石といった紛成用の
石製品やズリの散布が確認でき、南側斜面上のｔ 29 − 1 ～ 3 テラスに設定したトレンチ 9 ではユリカスと
考えられるシルト層が検出されている。今回の調査では、窪地部分の発掘調査を実施していないことから、
遺構の詳細は不明であるが、島根県の石見銀山跡千畳敷地区ＳＢ 02 内ＳＫ 01 の事例にみられるように、
このような窪地において鉱石の粉砕が行われていた可能性がある［島根県教育委員会・大田市教育委員会
1999］。
Ｅ　トレンチ検出遺構（第 13 図・写真図版 23・別表 8）
　トレンチより検出された遺構は、石垣 4 基、道跡 1 条、土坑 10 基、ピット 20 基、性格不明遺構 2 基で
ある。
遺構の検出状況をみると、トレンチ 8・トレンチ 9 で確認された遺構が多く、他のトレンチからは土坑や石垣、
道跡等が数基確認できるだけであった。
　本町跡に設定したトレンチでは、表土層の下層に耕作土層がみられたが、トレンチ 8・トレンチ 9 では、
表土層の下層に遺構検出面があるため、集落廃絶後に水田耕作などの開発の影響を受けていないことが判
明した。
　トレンチ 6・サブトレンチ 3 において、旧道路面（ＳＦ 1）と推測される土層が確認されている。いずれも、
幅 1 ｍ前後のもので、道跡と確定できる硬化面は見られなかったが、サブトレンチ 3 内では道跡の北側に
№ 45 石垣、トレンチ 6 では道跡の南側のｔ 25 テラスの斜面に伴う№ 46 石垣が検出された。こうした石
垣を伴う道跡が検出されたことで、ＳＦ 1 は、サブトレンチ 3 付近で現在の道路法線から南へ 1 ｍ程度ず
れていたことがわかり、その後、盛土により現在の道路面が構築されたことが判明した。
　トレンチ 10 では、№ 47 のＳＦ 2 に並行して石垣もしくはｔ 45 テラスへ下りるための石段の基礎部分と
思われる石列が検出されている。
　トレンチ 9 において検出された正確不明遺構は、土層確認用のサブトレンチ壁面で検出されたもので、
浅い掘り込みが不明瞭にみられ、底面は酸化鉄分が浮き出しており、覆土にはシルト層のみが見られる。
周辺部においても石磨やシルト層が見られることから、付近で石磨による粉成作業が行われた可能性が高
い。
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 Ⅰ 表土 
 Ⅱ 褐色土 炭化物含む　橙色土粒、明褐色土粒、明赤褐色土粒混入　
   灰白色シルト（ユリカス）少量混入
   〔整地層・遺構確認面〕
 Ⅲ にぶい黄褐色土 炭化物含む　橙色土粒、明赤褐色土粒、明褐色土粒混入　
   灰白色シルト（ユリカス）少量混入
 Ⅳ 橙色粘質土 炭化物含む　明褐色土粒、灰白色シルト（ユリカス)混入　
   〔整地層・遺構確認面〕
 Ⅴ 灰黄褐色土 炭化物含む　黄褐色土粒混入
 Ⅵ 黄褐色粘質土 炭化物含む　明褐色土粒、灰白色シルト（ユリカス）塊混入
 Ⅶ 褐灰色土 炭化物含む　黄褐色土粒混入
 Ⅷ 褐色土 炭化物含む　黄褐色土粒混入　〔整地層〕
 Ⅸ 黒褐色灰 炭化物多量に含む
 Ⅹ にぶい黄褐色礫 炭化物含む　黄褐色土混入。〔テラス造成に伴う盛土層〕
 Ⅺ にぶい黄褐色土 炭化物少量含む　明褐色土粒、灰白色土粒混入
 Ⅻ 黄褐色土 炭化物少量含む
 Ⅰ 表土 
 Ⅱ 黄褐色土 炭化物含む　灰白色シルト（ユリカス）、褐色土混入　〔整地層・遺構確認面〕
 Ⅲ にぶい黄褐色シルト 炭化物微量含む　（ユリカス層）
 Ⅳ 黒色灰 炭化物多量に含む
 Ⅴ 黄褐色土 炭化物含む　明褐色土粒、黄褐色土混入
 Ⅵ にぶい黄褐色礫 炭化物含む　黄褐色土混入〔テラス造成に伴う盛土層〕
 Ⅶ 明褐色粘質土 炭化物含む　白色礫混入
 Ⅷ 黄褐色粘質土 炭化物含む　白明褐色土粒、黄褐色土混入。
 Ⅸ 明褐色粘質土 〔地山層〕
 Ⅰ 表土 
 Ⅱ 灰黄褐色土 〔旧耕作土〕
 Ⅲ 黒褐色土 炭化物含む　ズリ含む
 Ⅳ 褐色砂礫 炭化物含む
 Ⅴ 灰白色シルト （ユリカス層）褐色砂混入　鉄分沈着
 Ⅵ にぶい黄褐色砂礫 炭化物含む　鉄分沈着
 Ⅶ 灰黄褐色礫 炭化物少量含む 
 Ⅷ 黒色灰 炭化物多量に含む
 Ⅸ にぶい黄褐色シルト （ユリカス層）炭化物含む　褐色砂混入
 Ⅹ 灰白色シルト （ユリカス層）炭化物少量含む　鉄分沈着　
 Ⅺ 褐色砂質土 炭化物含む
 Ⅰ 表土 
 Ⅱ にぶい黄褐色砂礫 〔平坦面造成に伴う盛土層〕
 Ⅲ 黒褐色土 〔旧表土層〕
 Ⅳ にぶい黄褐色シルト 灰白色シルト混入　炭化物中量
 Ⅴ 褐色砂質土 炭化物含む
 Ⅵ 黄褐色土 炭化物含む　明黄褐色土ブロック、
   明黄褐色土粒中量　〔旧道路面〕
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第 13 図　トレンチ遺構図（トレンチ配置については第 10 図参照）
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トレンチ 8 炉跡（第 14 図・写真図版 23・別表 8）
　トレンチ 8 東端に位置する。長径 54 ㎝、短径 52 ㎝のほぼ正方形の遺構で、側壁に沿って幅 20 ㎝の明
褐色土が方形に巡り、中央部は平面円形である。また、遺構の南−西にかけての外縁には、直径 20 ㎝前
後の礫が巡るが、覆土内には礫が配置されていなかった。遺構深度は約 40 ㎝で、あまり深くない。底面に
は炭化物を含む層がみられたが、側壁を覆う覆土は被熱した形跡がなく、使用された可能性は低いと考え
られる。覆土からの遺物の出土はなかった。
３　平成18年度調査区
Ａ　テ　ラ　ス（図版 1・写真図版 8、10、13 ～ 19・別表 5）
　確認されたテラスは 117 基で、急斜面や丹波沢沿いを除く調査区内のほぼ全域に分布する。
　テラスは、地形的な制約を受けるものが多いが、九郎左衛門町跡のｔ 91・95・99 ～ 120 テラスなどや
弥左衛門町跡のｔ 43 ～ 45・49・50・60 ～ 65・147 ～ 151 テラスなどでは、道路跡に面して道両脇に短
冊状を呈するものが配置されていることが多い。特に九郎左衛門町跡のｔ 103 ～ 120 テラスは、平成 16
年度に作製した縮尺 500 分の 1 地形図上においても明確に遺構プランが確認でき、周辺部にはほぼ同じよ
うな面積を持つテラスが連続している。
　九郎左衛門町跡や弥左衛門町跡では、ｔ 123・126・128 ～ 134・137 テラスのように規模の大きいもの
が多くみられた。また、遺構範囲の不明瞭なものもあるが、ｔ 151・157 テラスなどのように、住居に使用
されたと考えるには明らかに不自然な小規模なテラスもみられた。
　テラスの規模を見た場合、調査範囲内の全域に 100 ㎡以上の面積を持つテラスが分布するが、うち 200
㎡を超える大型のものは九郎左衛門町跡・弥左衛門町跡の町境付近、弥左衛門跡のＳＦ 5 沿いの山側 2 ヵ
所に集中する傾向が見られる。これらのテラスに伴う道沿いの№ 56・№ 112 石垣では、粉成用の石磨や扣
石が多く見られる。
 1 暗褐色土 しまりあり、粘性弱　礫・炭化物含む。
 2 にぶい黄橙色土 しまりあり、粘性弱　礫少量含む。炭化物、暗褐色土、
   明褐色土粒含む。
 3 黒色土 しまりなし、粘性やや弱　炭化物多量に含む。赤褐色土
   粒少量含む。
 4 明褐色土 しまりあり、粘性やや強　炭化物わずかに含む。
   明赤褐色土粒少量含む。白色土粒含む。
 5 褐色土 しまりややあり、粘性やや強　炭化物わずかに含む。
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第 14 図　トレンチ 8 炉跡平面図・断面図
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Ｂ　石垣・石段（図版 2・写真図版 9、14 ～ 17・別表 6）
　確認された石垣は 103 基、石段 2 基である。
　石垣は弥左衛門町跡や九郎左衛門町跡との町境付近に多く見られる。石垣は整然と積まれたものではな
く、多くのものが廃棄された石製品を再利用しながら雑然と積んだものである。したがって、石の積み方か
ら年代を推定することは難しい。石垣に使用される石材は、周辺部から採取した安山岩質玄武岩や廃棄さ
れた石製品が使用されているほか、径の大きな石英塊なども使用されている。また、一部では崩落が進ん
でおり、石垣の形態を成していないものも見られ、家屋廃絶後の田畑への土地利用状況の変化に伴い、耕
作時に不要な石を脇に集めたものとの判別が難しい状況である。
　石垣の分布範囲や規模をみると、九郎左衛門町跡のＳＦ 5 沿いのテラス周辺と九郎左衛門町跡と弥左衛
門町跡の町境付近のｔ 123 テラスを中心とするＳＦ 5 沿いの範囲、弥左衛門町跡のｔ 137 テラスを中心と
するＳＦ 4・ＳＦ 5 沿いの範囲に集中する傾向がみられる。特にＳＦ 5 に面した石垣の中には、長距離に渡っ
て石垣が構築された№ 56・112・119 がある。
　石段は、九郎左衛門町跡と弥左衛門町跡の町境付近、弥左衛門町跡と山之神町跡の町境付近でみられ、
いずれも急傾斜地に構築されている。九郎左衛門町跡付近の№ 146 石段は、土中に埋没している部分が多
く、わずかに石段の角が出ているのみで、遺構範囲がやや不明瞭である。弥左衛門町跡～山之神町跡の№
143 石段では、扣石等の石製品を再利用し、一つの石材を使って一段ずつ構築している。
Ｃ　道　　　跡（図版 1・写真図版 9、10、17、20 ～ 22・別表 7）
　確認された道跡は 7 条である。
　確認された道跡のなかで、Ｅ−Ｗ方向に伸びる道跡の多くは、絵図等にも表記され、現在も里道である
ことが多い。遺構は幅 1 ～ 1.5 ｍのものが多い。「上相川一筆絵図」（写真図版 2）では、こうした道路に沿っ
て水路が描かれているが、地表面では確認することができなかった。
ＳＦ 3
　本町跡から九郎左衛門裏町跡・弥左衛門町跡へ向かう、Ｅ−Ｗ方向に伸びる道路跡で、地表面で確認で
きる。「上相川一筆絵図」（写真図版 2）・「上相川絵図」（写真図版 3）に表記されている。ｔ 71・72 テラ
ス付近で南側に折れてＳＦ 5 方向に向かうが、15 ｍほどで道としてのプランが不明瞭となる。
ＳＦ 4
　本町跡と弥左衛門町跡を結ぶＮ−Ｓ方向に伸びる道路跡で、地表面で確認できる。北側でＳＦ 1 と南側
でＳＦ 5 に接続している。絵図では位置を特定できない。西側には、道に面して石垣が設けられたテラス
が連続して配置されている。
ＳＦ 5
　相川町跡と九郎左衛門町跡の町境から山之神町へ向かって、Ｅ−Ｗ方向に伸びる道路跡で、地表面で道
跡を確認できる。「上相川一筆絵図」（写真図版 2）・「上相川絵図」（写真図版 3）に表記されている。現在
では弥左衛門町跡のｔ 144 ～ 146 テラス付近でプランが不明瞭となるが、全体的に道跡としての姿を良好
に留めている。昭和 48 年（1973）の地番統一までは、里道（赤道）として表記されていた。九郎左衛門
町跡では、道跡両側の急斜面に、短冊状のテラスが連続して配置されている。
ＳＦ 6
　本町跡と九郎左衛門裏町跡を結ぶＮ−Ｓ方向に伸びる道路跡で、地表面で道跡を確認できる。絵図等で
— 41 —
は特定することができないが、「上相川一筆絵図」（写真図版 2）における本町～アイヅ（会津）町を結ぶ
道路が本遺構に該当する可能性がある。東側をＳＦ 3 が通り、これに接続すると推測されるため、斜面下
段の本町と上段の九郎左衛門町の居住域の変化によって、両者を結ぶ道筋が変化していった可能性がある。
ＳＦ 7
　弥左衛門町跡の北側と南側のテラスを結ぶＮ−Ｓ方向に伸びる道路跡で、地表面で道跡を確認できる。
絵図等では特定することができない。同じ町内のテラスでも南北に比高差があるため、これらを結ぶ小路と
して利用されていたものと考えられる。
ＳＦ 8
　小右衛門町跡と九郎左衛門裏町跡を結ぶと推測されるＮ−Ｓ方向に伸びる道路跡で、「上相川絵図」（写
真図版 3）で位置を特定できる。同絵図から推測すると、九郎左衛門町跡でＳＦ 3 に接続し、弥左衛門町
跡へ伸びているが、時期によっては道として利用されていない期間があったと考えられ、享保年間の「上
相川一筆絵図」（写真図版 2）には描かれていない。また、小右衛門町跡の一部は調査範囲より外れている
ため、本遺構の全体像は不明であり、道跡としてのプランも不明瞭な箇所が多い。
ＳＦ 9
　九郎左衛門町跡にあるＮ−Ｓ方向に伸びる距離の短い道路跡で、ｔ 83 とｔ 90 テラスを接続する。比高
差のあるテラス間を結ぶ小路と考えられる。
Ｄ　水　路　跡（図版 1・写真図版 22・別表 7）
　検出された水路跡は 1 条である。
　平成 18 年度調査区範囲の南縁、弥左衛門町跡 - 九郎左衛門町跡と田町跡 - 床屋町跡の町境に沿って部分
的に溝状の遺構が確認されている。このほかにも今回の調査では確認できなかったが、享保期の「上相川
一筆絵図」（写真図版 2）に描かれるように、時期によっては、道に沿って水路が設置されていたと考えら
れる。
ＳＤ 1
　山之神町跡を起点として、Ｅ−Ｗ方向に伸びる水路跡である。大山祇神社後背を流れる丹波沢を水源と
する水路で、上流部の弥左衛門町跡～田町跡間で最も溝状を呈する水路跡をよく留め、幅 1 ｍほどの掘り
込みが確認できる。ここから中流部の弥左衛門町跡～鍛冶町跡間で遺構が不明瞭になるが、下流部の九郎
左衛門町跡～床屋町跡間で溝状の水路のプランが確認できる。江戸時代の文献に開削年代等の該当する記
述はみられないが、「上相川絵図」（写真図版 3）に該当する水路が点線で描かれている。また同絵図上に「此
度用水切通のヶ所筋長二百八十間」、「是より下四筆字小沢上地此度用水切通ヶ所傳十郎持ニ證文下ル」と
水路の規模などが書かれている。同絵図は、後年に調製されたものであるためこの水路が加筆された可能
性もあるが、絵図の作製された年代または調製された年代に開削したものであろう。また、明治 9 年（1876）
に作製された地籍図の「相川町中部絵図」にも該当する水路の一部が表記されおり、江戸期のＳＤ 1 の一
部が明治時代にも現存していたことが地籍図上からもわかる。遺構の性格については、鉱石紛成に際して
多量の水を使用するために作業用として引かれたもの、周辺部に井戸が見られないことから、生活用水と
して利用されたもの、下流部の田畑へ引水するためのものといったいくつかの用途が考えられるが、現時点
では不明である。
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Ｅ　窪　　　地（図版 6・写真図版 16、18、19〕
　確認された窪地は 15 基である。
　地表面において遺構が確認されているが、落葉や土砂等の堆積物があること、また、発掘調査を実施し
ていないことから、実際の遺構数は増減する可能性がある。確認された窪地は、弥左衛門町跡のｔ 47・
83・86・89・90・93・94、九郎左衛門裏町跡のｔ 116・117・125 テラス・124 テラスの西側で見られ、
特にｔ 47、93、89、90 テラスに集中している。遺構の形状は、円形もしくは楕円形に地面を掘りくぼめた
形状のものが多い。窪地の周囲や下部の斜面にはズリの散布が確認されることが多いが、窪地内には石磨
や扣石のような粉成用の石製品はあまり見られない。
　今回の調査では、発掘調査を実施していないことから遺構の内容を明らかにできなかったが、井戸跡ま
たは島根県の石見銀山跡千畳敷地区ＳＢ 02 内のＳＫ 01 の事例に見られるように［島根県教育委員会・大
田市教育委員会 1999］、これらの窪地で鉱石の粉砕が行われた遺構の可能性がある。
４　調査区外で見られる遺構
Ａ　道　　　跡（第 15 図・写真図版 2、3、24、25）
　上相川地区で見られる遺跡の特徴として、江戸時代の道跡が現存していることがあげられる。特に「上
相川一筆絵図」（写真図版 2）・「上相川絵図」（写真図版 3）等の現存する絵図に描かれた主要な道路は、
明治期に作成された地籍図にも里道としてほぼその形状を留めており、昭和期の地字統一によって、里道
の摘要から除外され、道の表記がされなくなったものでも現存していることが多い。絵図と現在の道跡が
照合できるものは以下の通りである。
ＳＦ 10
　「上相川絵図」（写真図版 3）に描かれる、Ｅ−Ｗ方向に伸びる道跡である。山之神町跡の大山祇神社跡
へ上る石段が残り、同神社へ向かう参道と考えられる。石段の石材には、福井県の笏谷石が使用されている。
ＳＦ 11
　「上相川一筆絵図 ｣（写真図版 2）や「上相川絵図」（写真図版 3）に表記される、Ｎ−Ｓ方向に伸びる道
跡である。山之神町跡の北側で道跡を確認できる。弥左衛門町跡から山之神町跡を経て鍛冶沢町跡、上相
川番所跡を結ぶ道路で、上相川番所跡付近で「西五十里道」に接続する。ＳＦ 10 への分岐点付近から南
側は、昭和期の上相川火薬庫建設や水田の造成に伴い、道跡の遺構はほぼ湮滅している。
ＳＦ 12
　「上相川一筆絵図 ｣（写真図版 2）や「上相川絵図」（写真図版 3）に表記される、Ｅ−Ｗ方向に伸びる道
跡である。床屋町跡から鍛治町跡と田町跡を経て山之神町跡を結ぶ道路で、現在も里道として地籍図に表
記されている。田町跡付近では道跡の遺構プランが不明瞭となるが、床屋町跡から鍛冶町跡間は道跡の遺
構が地表面で確認できる。現況での道幅は 2 ｍ前後と他の遺跡と比較して規模が大きく、道の両側には短
冊状のテラスやそれに付随する石垣が多く残る。ＳＦ5とともに上相川地区の主要道であったと考えられる。
ＳＦ 18
　「上相川一筆絵図 ｣（写真図版 2）や「上相川絵図」（写真図版 3）に表記される道跡で、Ｎ−Ｓ方向に伸
びる、九郎左衛門町跡と床屋町跡を結ぶ道路で、現在も地表面で確認できる。「上相川絵図」や明治期の地
籍図、現在の地籍図においても屈曲した特徴的な道跡が描かれている。
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ＳＦ 19
　「上相川絵図」（写真図版 3）に表記される道跡で、ＮＷ−ＳＥ方向に伸びる、相川町跡と床屋町跡を結
ぶ道路である。絵図によればこの付近は外記町を中心に「田」の字状に道が標記されるが、ＳＦ 12 やＳＦ
33 の大規模な道を除くと、現在も地表面で確認できるものはこの道跡だけである。外記町周辺部は、昭和
期の地番統一まで、地籍図上にも短冊状の町割の姿をよく残していた。
ＳＦ 20
　「上相川絵図」（写真図版 3）や「文政九年相川町町墨引」（写真図版 4）に表記される絵図で、Ｗ−Ｅ方向
に伸びる、床屋町と玄徳寺方面を結ぶ道跡である。現在も地表面で道跡を確認でき、玄徳寺へ至る石段が残る。
ＳＦ 22
　「上相川絵図」（写真図版 3）や「文政九年相川町町墨引」（写真図版 4）に表記される絵図で、ＮＷ−Ｓ
Ｅ方向に伸びる、ＳＦ 12 と専念寺・玄徳寺方面を結ぶ道跡である。現在も地表面で道跡を確認できる。
ＳＦ 33
　「上相川絵図」（写真図版 3）に表記される道で、ＮＥ−ＳＷ方向に伸びる、相川町跡から鍛冶沢を渡り、
茶屋町跡を結ぶ道路である。一部に水道施設が埋設されていることもあり、概ね全区間において道跡が確
認できるが、絵図上で鍛冶沢を渡る橋が架けられている範囲のみ現在では盛土されている。昭和期の地籍
図においても里道として描かれている。
ＳＦ 35
　「上相川絵図」（写真図版 3）に表記される道跡で、ＮＷ−ＳＷ方向に伸びる、茶屋町跡と柄杓町跡・法
花寺跡を結ぶ道跡で、現在も道跡に伴う石段が確認できる。絵図に描かれるように鉤手状に屈曲する形態は、
明治期や昭和期の地籍図、現地形でも確認できることから、当時の形態をよく留めていることがわかる。
ＳＦ 37
　「上相川絵図」（写真図版 3）や「文政九年相川町町墨引」（写真図版 4）に表記される絵図で、茶屋町で
ＮＷ−ＳＥ方向に伸び、柄杓町内でＮＥ−ＳＷ方向に伸びる茶屋町と柄杓町を結ぶ道跡である。現在も地
表面で一部道跡を確認できる。
ＳＦ 40
　「上相川絵図」（写真図版 3）や「文政九年相川町町墨引」（写真図版 4）に表記される絵図で、ＮＥ−Ｓ
Ｗ方向に伸びる、奈良町にあった道跡である。現在も地表面で一部道跡を確認できる。
ＳＦ 43（西五十里道）
　「上相川一筆絵図 ｣（写真図版 2）や「上相川絵図」（写真図版 3）に表記され、上相川地区と鶴子銀山
の屏風沢間を結んだ「西五十里道」と呼ばれた道跡である。相川地区内では一部区間のみ里道の表記がさ
れているが、佐和田地区内では里道の表記がされている。この道から鶴子銀山鶴子沢や青野峠、金北山な
どの各方面へ向かうことができ、相川往還（中山街道）が整備されるまでの間、往還道の一つとして機能
していたと考えられる。道跡は、部分的に斜面の崩落や水害によって遺構が湮滅している区間があるが、
良好な状態で当時の道跡が残されている（写真図版 30）。現在も道路脇には塚跡や石祠が残されている。
ＳＦ 46
　「上相川絵図」（写真図版 3）に表記される道跡で、上相川地区と下流部の相川大工町を結ぶ道路である。
現在では舗装されている箇所がほとんどであるが、間ノ山、上町地域へと向かう道中には、万照寺前の石
段や道両側にテラスが残り、当時の形態を留めている。
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Ｂ　寺　社　跡（第 8 図・別表 4）
　『佐渡国寺社境内案内帳』や『佐渡相川志』等の史料から推測される上相川地区所在の寺社は、1 社
25 ヵ寺 16 院である（史料 58、61、67、68）。位置の特定できる神社は、山之神町跡の大山祇神社跡で、
位置の特定できる寺院は、鍛冶町跡の専念寺跡・玄徳寺跡、茶屋町跡の専照寺跡、柄杓町跡の法花寺跡、
奈良町跡の妙恩寺跡である。この他に、現段階での寺院名の特定は難しいが、茶屋町跡に地蔵菩薩立像、
山之神町跡に墓石が確認されており、なんらかの寺院があったと考えられる。現在も寺域の確認できるこ
れらの多くは、明治元年（1868）の「廃寺令」により、廃寺となったものか、その後再興されながらも檀
家の減少に伴い維持が難しくなったため、合併・廃寺となった寺院である。こうした寺院跡には、寺院の石
碑のほか、墓石や五輪塔等の寺院に関連する石造物が現在も散乱しており、大まかな寺域を推定すること
ができる。
　多くの寺院の位置が特定できないのは、相川金銀山の鉱石産出量の減少による鉱山の不景気や上町・下
町地域への人口流出に伴う上相川地区の人口減少によって基盤を失った寺院が、同地区から転出・他の寺
院との合併・廃寺となっていったことによるもので、文献史料によって寺院のあった町名は判明しているも
のの、その多くが寺域不明となっている。
Ｃ　番　所　跡
　上相川地区の周縁部に設けられた番所に、上相川南東部端に位置し、鶴子銀山との幹線道路が通る上相
川番所と、六十枚間歩を始めとする右沢上流部の採掘場所へ向かう六十枚番所が史料から確認されている。
　上相川番所は、慶長 6 年（1601）に成立し（史料 36・37）、宝暦 8 年（1758）に同番所が廃止された
ことが書かれている（史料 47）。この番所は、鶴子銀山方面と相川を結ぶ西五十里道のへ向かう相川側の
出入口となるため、人々の出入りや物資の往来を監視するために設置されたと考えられる。現在までのとこ
ろ、発掘調査等によって番所の存在を示す痕跡は見つかっていないものの、「上相川絵図」（写真図版 3）
等の絵図資料から、上相川地区の南東端、山之神町跡・鍛冶沢町跡の南側、桐の木沢と河川の合流地付近
が番所跡地と推定され、この付近では昭和期に水田となっていたものの、現在でも複数のテラスや石垣が
残されている。
　六十枚番所は、『佐渡相川志』に「当番所始りの年は金銀山開発の暦に同じ」とあり（史料 38）、慶長 6
年（1601）頃に成立したものと考えられる。同番所は、右沢の六十枚間歩をはじめとする間歩の維持管理
や物資の供給、出入りの監視を目的とする四ツ留番所として設置されたもので、番所跡よりわずかに登った
右沢左岸の沢沿いに六十枚間歩跡がある（第 6 図）。六十枚番所跡は、現在の右沢浄水場からやや東側、
右沢を登る場所にあったと考えられるが、地表面で確認できる遺構はなく、浄水場施設建設に伴って土地
の造成が行われた形跡が見られるため、遺構は湮滅している可能性が高い。
